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〈教育閥題研究会企画〉

英語教師の 成長につ な渉 る 日本版 EPOSTL の 開発に向けて の研究

　　Adapting　Europθa」ロ Portfblio」for　Studen　t　Teach　e」rs　of

La丑gUages （EPOSTI ．）to　the　Japane昼e　Educational　Context

司会 ・提案者 ：清田　洋
一
　　（明星大学）

　　　提案者 ：高木　亜希子 （青山学院大学）

　　　提案者 ：今村 洋美　　（中部大学）

　　　提案者 ：大崎　さつ き （創価大学）

　　　提案者 ：酒井　志延　　（千葉商科大学）

1　研究の 背景　　（清田V￥一
）

　教師教育改革が進行する中、特に英語教師の 専門性が問われて い る。教師教育にお い て も、「教師

の 成長」の ために どの ようなカ リキ ュ ラム が必要か検討を迫 られて い る。 例えば、 リフ レ クテ ィブ ・

アプ ロ
ーチ、ア クシ ョ ン リサーチ、 リフ レ クテ ィブ ・プラ クテ ィ ス など、これまで も教師の成長 と

い う概念を取 り入れた授業研究が実施 されて きて い る。 しか し、その試み は餬 ll的で限定的な範囲

に とどまっ て い るように思われ 、 普及 させ るための 手段 、 参照枠、 大学間の 横断的なス タン ダー ド

となるツ
ー

ル の 開発が緊急な課題 となっ てい る。そ の ため、本研究では 日本版 EP〔rSTLの開発 と普及

につ い て提案 したい
。

　EPOSTL は 田 の 言語教育に携わる教員養成課程履修学生の 成長を促すた めに開発された リフ レ ク

シ ョ ン用実践ツール で ある。
「個人履歴」、

「自己評価」、
「資料」 の 3部構成に よっ て 、 言語教育に必

要な教授知識 ・技能につ い て の リフ レクシ ョ ン 、教授力の 自己訓 面（Can−do）、学習進捗状況の 把握、

教育実習経験の記録などが可能 となるよ う設計されてい る。

II 研究の 目的 と翻案作成の概要　　（清田洋
一
）

　EPOSTL の 日本における応用を目的とする 。 複数言語主義を採る EUの言語参照枠 CEFRとその実践

ツ
ー

ル で ある ELPなどに基づい て 開発 された EPOSTL を 、 その まま 日本の教師養成に利用す るこ とは

で きない
。 日本の養成課程において 、 省察、自己評価、自己学習管理の方法と技術を習得するため

の教育実践ツ
ー

ル として機能させ るためには、修正 、 削除、統合、加筆な どを含めた EPOSTLの翻案

を開発する必要がある。 開発の概要は以下の 通 りである。

【翻訳か ら翻案作成まで の 段階】

第 ユ段階 ：英語版の 193項目を日本語に翻訳、 第 2 段階 ：研究会で 144項目にまとめ る。

第3段階 ：試行調査 loe項目にまとめる。第4 段階 ： 学生に対する試行調査とその 分析を行 う。

【修正の有無及びその 基準】

L　日本の 教育現場に合 っ た語彙や表現を用い る。

2，日本人の 英語教師が英語を指導するとい うこ とを念頭に、その 状況にあっ た語彙や 表現を用い る。

3．教育実習生の 実態を考慮 した語彙や表現を用い る。

130

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

Sep．8 （Wed 、）　 13：20− 14：50　SYM 　302

4．語彙や 表現の難易度を調整す る。

5．他の項目と内容が重複 して い る場合、統合す る。

6．その他

1工1 日本版 EPOSTL の第 1次翻案開発まで の過程

1．　 「1 教育環境」 「H教授法」 「m 教授資料の入手先」　 （高木亜希子）

「1教育環境」 で は、「教育課程」 など4領域22項 目の うち、第 2段階で欧州の 言語教育の 文脈に基

づ く項目などは 日本の 教育現場の 実清と合わない と判断 し、4項 目を削除し鳥 第 3段階で 1項 目を

削除後、教育機器に関する2項目の 用語を調整して統合するな どし、15項目を第 1次翻案とした e

「H教授法t で は、「ス ピーキン グ活動1 など7領域56項 目の うち、教育目標 ・内容の違い か ら第 2

段階で 3項 目を削除 し、第 3段階で 16項 目を削除 し、文法指導な どに関する6項目の用語を調整 して

統合後、31項 目を第1次翻案とした 。

町 教授資料の入手先」 は、11項 目 （領域なし）の うち、第 3段階で 実習期間の違い か ら日本で は

困難で あろ うと判断 した4項目を削除し、 最後に全体の 用語を調整、7項 目を第1次翻案とした 。

2．　 「IV 授業計画」 「V 授業実践」　　 （今村洋美）

「IV 授業計画」では、「学習目標立案」など 3領域 22項 目の うち 、 第 2段階で は 日本の 英語教育の

現状にあっ た内容と用語へ の 変更後項目数は 22 項 目の まま残 し、第 3段階で 2 項 目を削除後、 「4

技能の指導計画」 に関する 2項 目を統合 し、19項目を第 1 次翻案とした。

「V 授業実践」では、「レ ッ ス ン ・プラン の 使用」な ど 5領域 27項 目の うち、第 2段階で グル ープ

活動や クラス 指導に関する項 目に、日欧の文脈の違い による記述の重 複が散見 されたため 14 項 目に

まとめ、第 3段階で さらに内容的に 重複する 1項 目を統合し、 13項 目を第 1 次翻案とした。

3，　 「VI 自立学習」」 「町 評価」　　 （大崎 さつ き）

「Vl 自立学習」で は 、
「学習者の 自立」など 6 領域 28 項目の うち、第 2段 階でカ リキ ュ ラム ・授業

時間の制約上、また、プ ロ ジ ェ ク トやポー トフ ォ リオ型など課題遂行が困難 と判断 し、16項目を削

除し鳥 第 3段階で さらに 4 項目を削除 し、2 項目を統合、及び用語調整を行い、7項 目を第 1次翻

案とした。

「VII評価」では、「測定具の 考案」な ど 6 領域 27項目の うち、第 2段階で 実習期間が短 く、日本の

教育実習生の実態を考慮すると困難で あるなどの理由で 17項 目を削除 した 。 第 3 段階では、内容的

に重複する 4 項目を 2 項目に統合後、日本の 教育現場に合っ た表現に修正 し 、 8項 目を第 1次翻案

とした 。

IV　EPOSTL の 日本へ の 文脈化の ための調査　 （酒井志延）

EPOSTLの 日本へ の文脈化のためには 、 実際の 教育実習生の 意識分析が欠かせない。そこで、 100項

目か らなる質問紙を 16大学より 178名の 教育実習を済ませた 4 年生お よび院生か ら回答を得た 。 因

子分析の 結果、実習修了生の意識は 3部構成で、その内訳は ：　   基本的指導，   個別指導と評

価、  高い レベ ル の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 指導であっ た。この分析に よ り削除した項目は、天井効果

を示 した項 目、い ずれの 因子にも共通性が低い 項 目、そ して 内的信頼性が低い 因子を構成 して い る

項目で ある。 その結果、新しい質問紙案は 74項 目になっ た 。
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